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第 1章 

 情報モラル指導充実のための事業 
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１．事業の目的 

 
インターネットは、社会生活の一部となり、買い物や予約申込み等は電話よりもむしろインターネット

を利用して行い、インターネット無しでは考えられないというほど、社会生活に浸透している。また、ス

マートフォンがフィーチャーフォンを上回って普及する現状では、インターネットへの入り口となる端末

は、パソコン、携帯電話からスマートフォン、タブレット端末、ゲーム機、音楽プレーヤーのように多様

化すると同時に、いつでも、どこでも、誰でもインターネットに接続して、利用できるものとなっており、

児童・生徒は保護者の目の届かないところで利用できるようになった。 

 

このように身近になったインターネットであるが、その利用により手軽に多くの情報を入手したり、見

知らぬ人々とコミュニケーションを取ったり、自宅での買い物も手軽にできるなど、様々なことが手軽に

かつ安全安心にできるようになると同時に、もう一方では児童・生徒が SNS や無料ゲームなどのコミュニ

ティサイトで犯罪などに巻き込まれる事例も発生している。 

 

日本教育情報化振興会では、児童・生徒の安全安心を願い「教育現場のＩＣＴ安全安心対策事業」を展

開しており、この中の一つの事業として「情報モラル指導充実のための事業」を実施している。 

 

これまで、インターネットには危険な面があるということで児童・生徒をそれらから遠ざけるのではな

く、子どもたち自身がインターネットを上手に使い、上手に付き合っていけるようにすることが大切であ

るという考え方に基づいて「ネット社会の歩き方セミナー」を開催してきた。これは、直接、児童・生徒

と保護者に対し、ネット社会をどう歩いていけばよいのかを指導、啓発するセミナーであったが、学習指

導要領の総則に「各教科等の指導にあたっては…情報モラルを身につけ…」と記載されたことを契機に、

全ての教員が、全ての教科で情報モラル指導をできるように、その指導法、教材や現在児童・生徒の抱え

ている問題点など最新の情報を提供することを目的として、平成２３年度から公益財団法人ＪＫＡの補助

をいただき、情報モラル指導の講師を育成すべく「情報モラル指導充実のための事業」を行い、教職員や

教育委員会の指導主事などを対象としたセミナーを開催して、今年度はその７年目にあたる。正しい指導

方法を広く展開することを重要な観点として、セミナー参加者がその地域の教育委員会や学校に戻り、そ

こで講師として指導ができるための教材と指導方法を伝える資料を用意し、裾野を広げるための活動とし

ている。 

なお、これらは公益財団法人ＪＫＡの競輪の補助金を受け実施した。 
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２．作業項目とスケジュール／作業体制 

 
(1) 作業項目とスケジュール 

 作業項目とスケジュールは下記の通りである 

 

図表１ 作業項目とスケジュール  

平成３０年 平成３１年
作業項目  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月

委員会開催 　▼① ▼②▼ ③ ▼④▼ ⑤   ▼⑥
 16 6   27 5   30   21

開催地公募 ---▼

テキスト改訂   ▲------------------------▼

セミナー開催    ▲------------------------------------▼

学習教材開発     ▲-------------------------------------------------------▼

成果発表会 ▼
8

 

 

(2) 委員会の設置 

本事業では有識者で構成する「ネット社会の歩き方情報モラルセミナー検討委員会」を組織して作業に

取り組んだ。全６回の検討委員会を開催し、作業スケジュールの策定、セミナー開催地の公募と採択、セ

ミナー用テキストの改訂、セミナー開催時の講師、学習教材の企画と開発、成果発表会での報告等、本事

業の全体を管理した。 

また、セミナー用テキストの改訂の実作業、セミナー開催地の教育委員会との連絡、セミナー開催準備、

学習教材開発の実作業等は事務局が担当した。 

   

図表２ 委員一覧 

所属 役職及び氏名 

鳴門教育大学大学院 准教授         藤村 裕一 

岐阜聖徳学園大学 教授          石原 一彦 

聖心女子大学 非常勤講師       榎本 竜二 

新見公立短期大学 教授          梶本 佳照 

エンゼル幼稚園 子育て支援センター長  勝見 慶子 

東京都台東区立 東育英小学校 校長          木村 和夫 

東京都台東区立 教育支援館 研修専門員       佐久間茂和 

千葉学芸高等学校 校長          高橋 邦夫 

柏市教育委員会 教育専門アドバイザー  西田 光昭 

京都市立向島南小学校 教諭          堀川  紘子 

千葉大学教育学部 附属中学校 副校長         三宅 健次 
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図表３ 事務局等の体制 

所属 役職及び氏名 役割 

一般社団法人 

日本教育情報化振興会 

         専務理事 森本 泰弘 責任者 

 同上 調査・研究開発部     部長 吉田 真和 総括・研修対応 

 同上 総務部    総務担当部長 赤松伊佐代 JKA 対応・連絡窓口 

 

(3) 委員会の開催 

 委員会は、適宜日程を調整し開催した。今年度は、たくさんの教材開発を行なったため、確認事項が多

く発生し、５回開催予定だったが、年間６回の委員会を開催した。 

それぞれの開催日、議題は下記の通りである。 

 

図表４ 委員会開催実績 

開催回数 開催日 議題 

第１回 30. 4.16 ・年度スケジュールの確認 

・セミナー開催地採択と担当委員の選定 

・新学習指導要領に対応した共通教材の改訂の検討 

・新規教材について 

-  ユニット教材（HTML5化・新規コンテンツ 10本） 

-  ネットショッピング・SNSの体験サイトの検討 

-  ペープサート開発 

-  保護者向け「ホゴ・コミ」教材の検討 

第２回 30. 8. 6 ・新規教材について 

-  ユニット教材（HTML5化・新規コンテンツ 10本） 

-  ネットショッピング・SNSの体験サイトの検討 

-  ペープサート開発 

-  保護者向け「ホゴ・コミ」教材の検討 

第３回 30. 8.27 ・次年度に開発するコンテンツについて 

- 学校現場に必要な教材とは 

- 新たな情報モラルの事件や問題等の事例への対応 

・新規開発するコンテンツについて 

-  修正の確認及び内容の確定 

-  学習教材のシナリオ検討 等 

- ペープサート教材の大学生での試用結果について 

第４回 30.11. 6 ・新規揮発するコンテンツについて 

-  修正の確認及び内容の確定 

-  学習教材のセリフ検討 等 

第５回 30.11.30 ・教育の情報化推進フォーラムのパネル討論について 

・新規揮発するコンテンツについて 

-  修正の確認及び内容の確定 

-  学習教材のセリフ検討 等 

第６回 31. 2.21 ・開発教材の最終確認 

-  アフレコに向けた修正の確認及び内容の確定 

・次年度セミナー用テキスト改訂カ所の検討 

- 確認・レビュー 

・教育の情報化推進フォーラムのパネル討論について 

- 最終確認 
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(4) 開催地の公募 

 開催地の公募は、教育委員会の意向もあり1前年度の １月より行った。日本教育情報化振興会 のＷｅｂ 

ページで公開すると共に、全国の都道府県と中核市以上の教育委員会約１００カ所へ下記内容の案内状を

送付した。 

 1)テーマ 

    「情報モラル教育指導のポイント」 

 2)開催時期と時間 

    平成３０年 ６月から平成３０年１２月の間の午後、最低 ２時間３０分 

 3)対象受講者と会場あたりの定員 

    指導主事、教職員   約５０名程度（目安） 

 4)開催会場 

    地方自治体等の無償で利用できる会場 かつ 受講者がパソコンを使用可能な会場 

 5)セミナーの具体的な内容 

  講師育成セミナー検討委員会と貴教育委員会の協議で決定する 

 6)セミナーのプログラム（例） 

 ・データから見るネット社会の現状 

 ・情報モラルの指導（理論編および実践編） 

 ・「ネット社会の歩き方」の活用 

 ・その他の教材の紹介 

 ・保護者との関わり 

 ・問題発生時の対応 

  ・ワークショップ 

 

(5) セミナー用テキストの改訂 

 セミナー用テキストの中には、携帯電話・スマートフォンの保有率やネット上のトラブル発生状況等、

年々変化する数値データがあるため、中央省庁が発表している最新データに更新した。 

さらに、2020年から実施される新学習指導要領解説編における情報モラルも取り扱いについても、詳しい

解説を追加した。 

また、スマートフォンを保有する比率が増え、アプリの進展による新しい SNSのサービスや問題にも対

応する必要があった。このように世の中の動きを反映したセミナーとするために、委員の意見に基づき（過

去一年間程度のネット上のトラブルやリスクの中から喫緊の課題と考えられる事案を取り込む）資料の差

し替えを行った。  

                                         
1通常、地方自治体の教育委員会は教員研修計画を前年度の 2月頃に策定している。この計画に組み込むために、本事業で

実施するセミナーの採択に関しても早期の決定を求められている。 
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３．セミナー開催 

 
(1) セミナー開催 

 本事業で提供するセミナーは、全国の教育委員会が主催している教員向け研修会の一プログラムとして

実施される場合が多い。この関係で、教員が比較的時間を確保し易い、夏休み期間に開催が集中している。

教育委員会の指定が無い場合は以下のプログラムでセミナーを実施することとした。 

 

図表５ セミナー開催実績 

開催回数 開催日 開催場所 講師 人数 

第１回 

 

30. 6. 5 熊本市教育センター 

 

西田委員  43名 

第２回 

 

30. 6.12 東近江市教育委員会 西田委員 50名 

第３回 30. 6.22 堺市教育センター 

 

石原委員 12名 

第４回 

 

30. 6.29 和歌山県教育センター 学びの丘 

 

梶本委員 29名 

第５回 30. 7.23 埼玉県消費生活支援センター 

 

三宅委員 33名 

第６回 

 

30. 7.25 鹿児島市学習情報センター 

 

藤村委員長  12名 

第７回 

 

30. 7.26 市川市教育センター 木村委員  55名 

第８回 

 

30. 8. 2 関西教育 ICT展 藤村委員長 

他 2名 

128名 

第９回 

 

30. 8. 23 佐賀県教育庁（午前の部 小中学校） 佐久間委員 29名 

第１０回 

 

30. 8. 23 佐賀県教育庁（午後の部 高等学校） 藤村委員長  43名 

第１１回 

 

30.10.29 

 

足立区学校教育部教育指導課 

 

榎本委員 97名 

第１２回 30.11.19 枚方市教育委員会 榎本委員 

 

74名 

第１３回 30.12.22 足立区立花畑小学校 

 

榎本委員 19名 

第１４回 31. 3. 9 教育の情報化推進フォーラム 

（オリンピックセンター） 

藤村委員長 

他 5名 

230名 

合計   

 

 854名 
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図表６ 熊本市教育センターでのセミナー風景（平成３０年６月５日） 

 
                                         

図表７ 東近江市教育委員会でのセミナー風景（平成３０年６月１２日） 

  
 

図表８ 埼玉県消費生活支援センターでのセミナー風景（平成２９年７月２３日）  

 
 

図表９ 足立区学校教育部教育支援課でのセミナー風景（平成３０年１０月２９日） 

  
 

図表１０ 枚方市教育委員会でのセミナー風景（平成３０年１１月１９日） 
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(2) セミナー開催団体の所感 

セミナー開催団体の所感を以下に抜粋する。 

1) ネット社会の現状、ＳＮＳの危険性やトラブルが、自分たちの想像以上であることを知った。その

うえで、どのように情報モラルを指導していくかを、ナビカード教材を用いて熱心に協議することが

できた。 

2) ネットの世界がより近くにあることを感じました。自分自身や自分が関わっている子どもたちが、

正しい知識をもち、危険から回避していく必要があると思います。本日聞いたことはぜひ、機会を見

て子どもたちにも伝えたいと思います。 

3)情報モラルに「関する理解が深まりました。役に立つ内容が多く有意義でした。ありがとうございま

した。 

4)情報モラル教育は、これからのネット社会を「明るく良い社会」にしていくために、とても需要なも

のだと思った。 

5) 大変参考になった。他の教員も参加できるように毎年拡大してセミナーを開催してほしいと思う。 

 
図表１１ セミナー開催団体の所感 

開催場所 講師 所感 

熊本市教育センター 西田 委員 ・何を大切死して教えていくかについて、手掛

かりが得られた。 

・いろいろな角度から、情報モラルについて学

ぶことができました。 

・子どもにどのようにしどうしていくか、今後

の引き続き、研修から実践に取り組んでいき

たい。 

・めまぐるしく変わる情報社会で、必ず伝えな

ければならないことを、改めて確認できまし

た。ありがとうございました。 

・教員の知識が同じレベルで話を進めなければ、

難しいと感じる部分があると思いました。  

・「ネット社会の歩き方」のサイトを生徒指導

で活用したい。  

・指導用の教材は多かったが、古いものも多か

った。どんどん、更新されるとありがたい。 

・これからの教育に活かしていきたいと思いま

す。 

・校内研修において、セミナー開催を予定して

いる。 

・保護者への啓発に利用したいと思います。 

・夏休みの校内研修の中で２０～３０分を利用

し、今回の内容を講演したい。 

・研修会を実施するのは難しいが、ナビカード

教材の紹介をしたいと思う。 

・最新の情報モラルの動向など、大変有意義で

した。ワークショップではいろいろな先生方

の意見・アイディアが聞けて勉強になりまし

た。ぜひ実践してみたいです。 

・講師のお話がとても専門的なものが多く勉強

になった。 

東近江市教育委員会 西田 委員 ・内容については、良くわかりましたが、学校

に持ち帰って授業となると難しいなあと思い

ます。 

・具体的でわかりやすかった。 
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・大変良かったです。現状に合わせて対応する

ことが大切だと感じました。 

・ぜひ、今年度保護者を対象にした研修会をＰ

ＴＡで計画したい。 

・学校全体で、何をどのように取り組むか、し

っかり考えていきたいと思います。豊富な

情・ネット利用のモラルに関する教材を仕入

れることができたので、今後に生かしていき

たい。 

・情報モラルの授業をする上で、次の点に注意

していきたい 

 ●情報を活用する各場面で活用する 

 ●情報技術の特性について理解させる 

・今後、将来の新たなサービスや危険にも適切

に対応できるような力を身につけさせたい。 

・「ネット社会の歩き方」の教材を利用した授

業を学校課題に合わせて実施したい。 

・中学校区での話し合いにより、校区の課題を

整理することができた。個人情報やルール作

りについて早急に取組をしたい。報をありが

とうございました。 

堺市教育委員会 石原 委員 ・様々なコンテンツや情報を知ることができ、

大変有意義な時間になりました。「ネット社

会の歩き方」をぜひ使いたいです。 

・教えていただいた「ネット社会の歩き方」を

夏期研修でやってみたいと思います。 

・「SNSとの付き合い方について」「ネットい

じめについて」研修会を実施したいと思いま

す。 

・本校の生徒夏季研修で実践する予定である。 

・具体的に活用させていただける貴重な資料を

大変ご提供いただき、ありがた存じます。 

・まずは、教員が学び、生徒へ、また保護者に

指導できるように努力いたします。 

・具体的な事例もあり、とてもわかりやすかっ

たです。 

・小学校の生徒主事です。昔に比べ、ますます

トラブルが目に見えないことが増えていま

す。充分気をつけていきたいです。 

・授業等で活用できるように努めたい。 

・教員の方々に、周知できるようにしたい。 

・教材に動画等があるので、子どもたちも興味

を持ちやすいと思った。 

・校内でのネットいじめ対策研修会や道徳など

の取組への共有を図りたい。 

・「ネットいじめ防止プログラム」実施事業に

おける、児童生徒に対する「ネットいじめ防

止」授業の実施を予定しています。また、「堺

市立学校 スマホ・ネット ルール５『まもる

んやさかい』」の取組を推進するための参考

とさせていただきます。 
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和歌山県教育センター 梶本  委員 ・まず、学校に戻って先生方に伝達したいです。

知らなかった情報や、最近の SNSについて、

教師が知らなくてはいけないと思います。校

内研修を提案したいです。 

・具体的な教材を教えていただいたことで授業

のイメージを持つことができました。 

・情報モラル教育というと、自分にとって少し

敷居が高いように感じていたが、「ネット社

会の歩き方」のアニメーション及び動画教材

等、「使える教材」を教えていただき、自分

でもできそうな気持ちになりました。学校現

場でも「このような教材がある」と伝えてい

けたらと思います。 

・紹介してくれた教材が指導案、ワークシート

までついており、素晴らしい。 

・授業案や動画があり、授業作りに時間がかか

らずにできる点が便利だと感じました。自分

なりにチャレンジして授業にしていくつもり

です。 

・「ネット社会の歩き方」で紹介された教材は、

生徒に情報モラルについて考えさせる良い教

材だと思いました。 

・夏休み明けに、情報モラル教育を実践してい

くために、共通理解を取って取り組みたい。 

・教員が現在の子ども達のネット利用の現状を

理解する研修会を企画したいです。 

・情報モラルについて、いざ自分が授業をする

としたらと想定して、いろいろ調べ授業案を

考える機会があってよかったです。 

埼玉県消費生活支援センター 三宅 委員 ・時代はどんどん変化しており、正直ついてい

けない部分が多いです。ほんの少し今日のセ

ミナーで学ぶことができました。今後の授業

やその他の指導に役立てて行きたいと思いま

す。 

・実例を多く取り入れられていただいたので、

大いに役立ちました。被害と加害への対応の

難しさもよくわかりました。 

・ナビカード教材を学校で使いたい。 

・すぐに実践ができそうな内容だった。 

鹿児島市学習情報センター 

 

藤村  委員長 ・暗号のしかたが、大変参考になりました。同

僚達にすぐにでもおしえたいものばかりで

す。 

・参考例がたくさんあってわかりやすかったで

す。 

・ICT支援員として働いていますが、情報モラ

ルや情報セキュリティについて、私自身不勉

強だったと感じることが多いので、参加させ

て頂きました。これまで知らなかったことを

たくさん知ることができ、本当に勉強になり

ました。ありがとうございました。 

・絵、イラスト付き、字が大きく、見出しでパ
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ッとわかることが非常に良い。コピーして利

用可能なのがありがたい。 

・まず、教員へ、そして PTA/保護者ヘ伝えて、

子どもたちが安全に使えるようにしたい。 

・今回参加できて、ラッキーだった。 

・Web上の指導資料等についても、ぜひ授業等

で扱ってみたいと思います。 

・現代のネット社会のなかで、私のような大人

や教職員がすべきことを詳しくしることがで

き、今回のような研修会に参加できてよかっ

たです。 

・3時間半の講義もあっという間に感じた。と

ても充実した時間でした。暗号化ソフト、「ネ

ット社会の歩き方」など、今後の活動に取り

入れていきたいと思います。 

市川市教育委員会 木村  委員 ・指導案を作成し、9月以降にすぐ実践できるの

も良かったです。 

・近隣の学校の問題の共有ができて良かったで

す。じっさいの授業で教えることができたの

でやってみたいと思います。 

・コンテンツや資料など役立つ情報を知ること

ができて、勉強になった。 

・若手の研修(不祥事防止)を校内でやったとき、

情報モラルが話題にあがりましたが、授業で

使うだけでなく、大人の研修でも足用できそ

うな動画があって良かったです。 

・他校の先生方と情報の交換ができて良かった

です。 

・サイト内には、指導案やワークシートなどが

合ったので、もう1度しっかり見て上手に活用

したいです。 

・児童目線での内容だったので、授業に活用し

たいと思いました。 

・普段よく考えていなかったので、この機会に

ネットモラルについて考えることができて良

かったです。 

佐賀県教育委員会（AM：小中

学校、PM:高等学校） 

藤村 委員長 

佐久間  委員 

佐久間先生、藤村先生の講演では、現行学

習指導要領及び新学習指導要領を踏まえ、学

校教育全体で情報モラルの指導を行なってい

ること、行っていくことの重要性を再認識す

るとともに、情報モラルに関する様々な課題

を国のデータや実際に起こった事例を基に示

していただき、児童生徒を取り巻くネット社

会の現状や問題点について確認することがで

きた。 

また、情報モラルを指導する際に有効な教

材についても紹介いただき、その教材お使い

やすさを実感することができた。 

受講者からは、先生の話を聞いて「情報モ

ラルに関する実際の指導場面などの画像があ

ってわかりやすかった」や「ネット社会の歩
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き方は有効活用できそう」などの感想が多く

聞かれた。 

また、ワークショップでは、研修講師を育

成するという趣旨に基づき、情報モラルに関

する授業又は研修会のプランを立てるという

課題が出され、参加者は、自己が所属する学

校の児童生徒の実態や研修会の実状などをイ

メージしながら意欲的に取り組んでいた。発

表の場では、それぞれのグループで確認した

実態や実状をもとに、グループで練った授業

や研修会のプラン内容が発表された。さらに

実際の授業をイメージした模擬授業や研修会

の必要性をどのように訴えるかをイメージし

た寸劇など、実際に取り組む際の課題への対

応も発表され、今後、各学校において授業や

研修回が実践化される期待が高まるものであ

った。 

ネット社会の闇の部分に目が行きがちだ

が、光の部分や肯定的に指導していくことの

必要性も併せて講義していただいたことで、

「情報モラルは生徒指導」といく偏った考え

方から、学校の教育活動全体で指導していく

ことが、今から更に必要であり、学校全体で

行なっていく指導であるという考え方を、受

講者が意識できたようである。 

また、児童生徒を取り巻くネット社会の現

状と課題について、事例を紹介しながらお話

いただいたことで、指導状のリュ移転につい

て認識を深めることができ、情報モラル教育

の実践意欲の喚起につながった。 

加えて、「ネット社会の歩き方」を含め、

インターネット上には授業や研修にすぐに活

用できる教材・資料が豊富に提供されている

ことを実感でき、各種研修会や授業において、

今後の活用につながるものと期待される。 

足立区教育委員会 榎本 委員 ・具体的例がたくさんあってわかりやすかった。 

・情報教科を有効活用したい。 

・実際に起こっている事例がたくさん扱われて

いるため、直接的な理解につながるとかんじ

ました。 

・現代の様々な問題とリンクされており、問題

についての危機感が高まった。 

・他の先生との情報交換がとても参考になりま

した。 

・資料がダウンロード可というのがうれいしい、

学校でも使える。 

・保護者にもぜひ聞かせたい内容であった。 

・生々しい事例にふれた方が良いと思う。意外

と教員も知らない。 

・お話の内容も専門的でわかりやすく、すぐ実

践したくなるものであった。 
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・情報モラルに関して指導していく際に「便利」

な教材をしることができて良かった。たくさ

んのトラブルが起こりそうだということがわ

かった。 

・児童の実態に合ったナビカード教材はすぐに

使えるもので良かったです。その他のものは、

タブレット導入後に活用したいと思います。 

・まずは、校内研修の一環として、本日紹介し

てもらった教材を共有し、私自身が学んだこ

とを伝えたいと思います。 

・高学年が容易に You Tube にアップロードして

しまうことが多いので本当の怖さを伝えたい

です。 

・ウィルスの仕組みがわかった。 

枚方市教育委員会 

 

榎本 委員 ・情報モラルの研修方法や授業に活かすカード

の使い方などわかりやすく説明をしていただ

き、研修受講生は｢ネット社会の歩き方｣につ

いて、学校で他の先生方や子どもたちへの広

め方などたくさんの知識を得られた。 

・教職員全員に本日の研修の内容を伝えること

によって、子どもたちの生活の安心・安全に

つながるという意識が強く感じられた。 

・改めてネット社会での危険性について考える

ことができた。今回の教材を活用して、個人

情報の取り扱いなど正しい情報を子どもたち

に伝え、正しい使い方を教えたいと思いまし

た。 

・受講した小中学校の先生は熱心にお話を聴か

れた。今後は、それぞれの学校で情報モラル

教育の取り組みを先生方や児童生徒に広めて

いただく。 

・次年度も情報教育研修を行い、モラルなど情

報教育を支援する予定である。 

足立区立花畑小学校 榎本 委員 ・ネット社会の現状、ＳＮＳの危険性やトラブ

ルが、自分たちの想像以上であることを知っ

た。そのうえで、どのように情報モラルを指

導していくかを、ナビカード教材を用いて熱

心に協議することができた。 

・今回学んだことを、積極的に児童、保護者に

伝えていく。児童については朝の会や学級会

活動、道徳の時間に学び機会を設定する。ま

た、保護者に対しては、保護者会や学年だよ

り、ＰＴＡ運営委員会を機会とする。 

・教師自身も情報モラルを高くもち、ＳＮＳ等

を上手に活用できるようにしていきたい。 

・個人情報の流失の恐ろしさを改めてかんいる

ことができた。 

・新学習指導要領と情報モラルとの関わりが明

確になった。どうして子どもにみにつけさせ

ねばならないのか理解できた。グループ討議

で実態を考えることができた。 
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(3) 受講者へのアンケート 

 セミナー内容を改善するために受講者へ下記アンケートを実施した。 

 
図表１２ 受講者向けアンケートシート（おもて） 
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図表１３ 受講者向けアンケートシート（うら）
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1)受講者プロフィール 

 セミナー受講者のプロフィールを図表 14から 18 にまとめた。（高校生は含まず） 

 
① 性別年代別受講者数 

 どの年代においても、男性受講者の方が多い。年代別では 30歳台次いで 40歳台となっている。 

 
図表１４ 性別年代別受講者数（単一選択）  

  20歳代 30 歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 無回答 合計 

 男性 64 77 64 49 12 0 0 266 

 24% 29% 24% 18% 5% 0% 0%  

女性 31 37 30 23 0 0 0 121 

 25% 31% 25% 19% 0% 0% 0%  

無回答 0 1 0 0 0 0 3 4 

合計 95 115 94 72 12 0 3 391 

  24% 29% 24% 18% 3% 0% 1%  100% 

 

 
② 学校種別受講者数 

 全国の学校種別の教員の人数が、小学校：中学校：高等学校＝１．０：１．６：１．１であることを鑑

みると、中学校・高等学校での教員の比率が大きくなってきている。 

 

図表１５ 学校種別受講者数（単一選択） 

学校         

行政 その他 無回答 

合計 

小学校 中学校 
高等学

校 

特別支

援学校 
その他   

194 90 72 17 8 6 1 3 391 

49% 23% 18% 4% 2% 1% 0% 0%  100% 
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③ 役職別受講者数 

 一部の熱心な校長先生や教頭先生が受講されているが、教諭が圧倒的に多い。 

 

図表１６ 役職別受講者数（単一選択） 

校長 副校長 教頭 教諭 指導主事 その他 無回答 合計 

6 11 2 336 2 33 1 391 

1% 2% 0% 85% 0% 9% 0%  100% 

 

 

④ 分掌分野別受講者数 

 勤務校で情報教育を担当されている先生が多いが、次いで「生徒指導」担当の先生が多い。 

 

図表１７ 分掌分野別受講者数（複数選択） 

教科指導 生徒指導 教務 情報教育 研修 その他 合計 

119 98 80 156 30 93 483 

30% 25% 20% 39% 7% 23%   

 

 

⑤ 担当教科別受講者数 

 担当教科別に特に偏りは無い。 

 

図表１８ 担当教科別受講者数（複数選択） 

小学校 情報 技家 国語 社会 数学 理科 

177 4 29 15 18 30 37 

英語 音楽 美術 書道 保健体育 その他 合計 

19 3 3 2 18 61 416 
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2)受講者のこれまでの情報モラル研修との関わり 

 セミナー受講者のこれまでの情報モラル研修との関わりを図表 19から 21 にまとめた。 

 

① 過去の受講経験 

 過去に情報モラル研修を受講したことの無い先生の方が多かった。 

 

図表１９ 過去に、情報モラル指導者を養成する研修会に参加したことがあるか（単一選択） 

ある ない 合計 

177 211 398 

45% 33%   

 

② 過去の講師経験 

 過去に情報モラル研修を企画したことが無い先生の方が多かった。 

 

図表２０ 過去に、情報モラルに関連したセミナー・研修の企画や講師を行ったことがあるか（単一選択） 

ある ない 合計 

41 346 387 

10% 88%   

 

 

③ 本セミナーの受講動機 

 「上司からの指示」の割合は少なくなってはいるが、積極的に受講されている先生は少ないと思われる。 

 

図表２１ 本セミナーの受講動機（単一選択） 

１：情報教育の担当をしているため 147 
37 

% 

２：情報モラル指導のレベルアップのため 135 34% 

３：上司からの指示があったため 126 32% 

４：その他 51 13% 

回答数 459   
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3)本セミナーに対する評価 

セミナー受講者のセミナー評価を図表 22から 23にまとめた。 

 

① 本セミナーは、今後の情報モラル研修会実施上の参考になるか。 

98.7% の受講者が有用と考えている。 

 

図表２２ 本セミナーの有用度（単一選択） 

参考にならない <<<<<<  参考になる 

1 2 3 4 

7 3 90 274 

1% 0% 25% 70% 

  3or4の回答比率 

  95%   

 

 

② 本セミナーで利用した教材は、今後の情報モラル研修会に活用できるか。 

98.7% の受講者が教材を活用できると考えている。 

 

図表２３ 本セミナー教材の有用度（単一選択） 

活用できない   <<<<<<   活用できる 

1 2 3 4 

2 8 107 253 

0% 2% 28% 65% 

  3or4の回答比率 

  93%   
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4)今後のセミナー開催予定 

 セミナーの開催を具体的に考えている先生が少ないことは今後の課題と考えている。 

     

図表２４ 今後のセミナー開催予定（単一選択） 

１．セミナー、研修会などの開催する     27 6% 

２．現時点で予定はないが、可能な規模・内容で計画したい 209 53% 

３．セミナー、研修会など開催の予定はない   117 30% 

４．その他         17 4% 

回答数           370    
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４．成果発表会 

  
 当事業の活動内容を広く広報するために、平成 30年度 教育の情報化推進フォーラムにおいて「スマ

ホ・タブレット時代の情報モラル ～最新の教材と新しい情報モラル教育のあり方～」と題して分科会 A3 

を開催した。 

 

 分科会の概要は以下の通りである。 

 ・開催日時  平成 31年 3月 8日  10時 30分～11時 30分 

  ・国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 

  ・役割分担    コーディネータ：藤村委員長 

パネリスト：梶本委員----情報モラルの動向について 

                     勝見委員----モラコミ紹介と幼児の情報モラルについて 

                     石原委員----ペープサート教材の紹介と活用事例について 

                     榎本委員----SNS 教材の紹介 

                     佐久間委員--新動画コンテンツ紹介 

  ・来場者数    230名 

  ・趣旨       「情報モラル」について、新学習指導要領のなかでの取り扱いを中心に 

パネルディスカッションを実施する。 

  ・プログラム    10：30－10：40 藤村：本パネルディスカッションの趣旨・新コンテンツ紹介 

10：40－10：45 梶本委員：情報モラルの動向について 

10：45－10：50 勝見委員：モラコミの紹介と幼児の情報モラルについて 

10：50－10：55 石原委員：ペープサート教材の紹介と活用事例について 

10：55－11：00 榎本委員：ＳＮＳ教材の紹介（可能であれば実演を含む） 

11：05－11：10 佐久間委員：新動画コンテンツの紹介 

11：10－11：25 フロアを交えたパネルディスカッション 

11：25－11：30 藤村：総括 

 

図表３０ 成果発表会の様子 パネル討論（その１）  

 
 

図表３１ 成果発表会の様子 パネル討論（その２） 
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７．まとめ 

 
 近年のＩＣＴ機器の進展は目覚ましく、個々のハードウェアやソフトウェアに対応した情報モラル教育

は事実上不可能になっている。学校教育でよく言われる「流行と不易」を、教える側が良く考え取り組む

必要がある。 

 

スマートフォン、携帯ゲーム機の普及により、平易にいつでもどこでもインターネットを利用できる環

境が子どもたちに急速に拡大した。それらの変化により誹謗中傷や言葉不足からのいじめ、ネット犯罪の

被害や更に加害者となる事例、生活に支障をきたすまでのネット利用などの事例が更に深刻化した。今回

の事業は、子どもたちに有効な情報モラル指導を実施させ、充実したコミュニケーションを取れるための

指導を行い、更にネット依存の手前で立ち止まるための指導を行えるための対策とした事業を実施した。 

ここにおいて、公益財団法人ＪＫＡの補助金を原資として、日本教育情報化振興会が情報モラル指導の

教材開発と教員向けセミナーを開催することは非常に社会的に価値があると考えている。文部科学省の学

習指導要領に基づいた「不易」の部分に関する指導方法の研修と、マスコミへの掲載記事に基づいた「流

行」の部分に関する最新の事故、事件、リスク回避方策の伝達は、日々児童・生徒と接している教員にと

って指導時の参考になっている。 

 

日本教育情報化振興会では、「不易」な面での道徳を中心とする「心を磨く」領域の教材提供に特に力

を入れていきたい。一方で、「流行」の面では情報を中心とする「情報の知識」「情報の理解」領域の教

材提供に力を入れていきたい。来年度は、教員向けセミナーの開催（15 ｹ所）と新学習指導要領に対応し

た学習教材の開発を予定している。教育委員会よりセミナーの開催数の増加の要望もきているため、でき

る範囲で対応していきたいと考えている。 

また、新規開発予定の教材の特徴については、以下の通りである。 

・古くなった情報モラルコンテンツ（アニメ）の改修（例:高校の道徳教材対応 等） 

・安全な環境でコミュニケーショントラブルを体験できるローカルサーバを使った 

体験型ツール(SNS等)の開発（児童生徒向け） 

・子どもが主体的に学ぶ情報との向き合い方に関する 

図鑑型教材(24頁の冊子)の開発（児童生徒向け） 

 

 

最後に、少しでも多くの教員が情報モラル指導を実践できるよう、日本教育情報化振興会および委員全

員が啓蒙活動に邁進する所存である。 

 

以 上 
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第２章 

 コミュニケーション力育成のための事業 
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１．事業の目的 

 
昨今のスマートフォンや携帯のゲーム機、音楽プレイヤー、ウェラブル端末等の普及により、いつでも

どこでもインターネットを利用できる環境が、子供達にまで急速に拡大した。この急激な変化により、ネ

ット上で子供達同士が誹謗中傷発信をしたり、コミュニケーション不足からのいじめが行われている。 

 

子供同士でのコミュニケーション不足等が原因で起こるいじめを減らすために、集団の中で共に話し合

い、学び合い、助け合うためのコミュニケーション力を育成し、その重要性を自覚させる。 

そして、そのためにＩＣＴをうまく活用し、表現の工夫や伝える力を向上していくことにより、広く相

互に正しく理解し合えるようにする。 

 

日本教育情報化振興会では、児童・生徒の安全安心を願い「教育現場のＩＣＴ 安全安心対策事業」を

展開しており、この中の一つの事業として「コミュニケーション力育成のための事業」を実施している。 

 

文部科学省の新学習指導要領では「情報活用能力は学習の基盤となる資質・能力を育成していくことが

できるよう、各教科等の特性を生かし、教科横断的な視点から教育課程の編成を図るものとする」と総則

第２ ２(1)に記載されている。しかしながら、具体的な内容は現場の教員に任されている。 

本事業は、昨年度までに言語活動のスキルレベルを協調的段階としての「対話」「交流」と、主張的段

階としての「討論」「説得・納得」の４つの段階に分類すると共に児童の発達段階に応じた指導方法を整

理した。 

また、全国の教育委員会でセミナーを開催できるように、以下のような研修モジュールとしてまとめた。 

A:理論概説 

B:課題改善 

C:参加体験 

C-1:パネル討論 

C-2:ブレーンストーミング 

C-3:ブレーンストーミング＋ＫＪ法 

C-4:イメージマップ 

C-5:バズセッション 

C-6:ポスターセッション 

 

今年度は、上記の整理した内容を普及啓蒙するために、地域単位のセミナーを７地域（大阪、鹿児島、

神奈川、金沢、広島、北海道、東京）で開催した。 

また、セミナーのプログラム立案やプログラムコンテンツを開発し、趣旨説明、基調講演、模擬授業・

ワークショップ、統括パネルで構成しており、参加された先生方の授業力を育成するために、２１世紀型

コミュニケーション力育成をめざす参加体験型とした。 

 

研修モジュールをただ単に説明するのではなく、参加される現場の先生方に授業ですぐに活用していた

だけるように、コミュニケーション力を育成するためにはどのような指導を行えばよいのか、実践内容を

中心としたものにした。 

また、タブレット端末、思考表現ツール、ジグソー学習等を活用して学び合う、主体的・対話的で深い

学びを提案するものとした。 

より多くの先生方に普及啓蒙するために、セミナー内容の紹介パンフレットを作成し、セミナー開催地

域(近県含む)の小学校・中学校・高校にすべて配付した。 

なお、これらは公益財団法人ＪＫＡの競輪の補助金を受け実施した。 
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２．作業項目とスケジュール／作業体制 

 
(1) 作業項目とスケジュール 

  作業項目とスケジュールは下記の通りである。 

 

図表１ 作業スケジュール  

平成３０年 平成３１年
作業項目  4月  5月  6月  7月  8月  9月 10月 11月 12月  1月  2月  3月

委員会開催 ▼①  ▼②
29  27

テキスト改訂   ▲---------▼

セミナー開催 ▼①   ▼③ ▼④ ▼⑤ ▼⑥
2  10 27 16 2
大阪 川崎 金沢 広島 札幌 
▼② ▼⑦
29 7
鹿児島 東京

学習教材開発 ▲--------------▼

普及啓蒙ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ制作 ▲----------▼

成果発表会 ▼
7

 
 

(2) 委員会の設置 

本事業では有識者で構成する「コミュニケーション力育成検討委員会」を組織して作業に取り組んだ。

全２回の委員会を計画し、作業スケジュールの策定、セミナー開催地の検討、セミナー用テキストの改訂、

セミナー開催時の講師、集客するための施策、普及啓蒙施策、成果発表会での報告等、本事業の全体を管

理した。 

また、テキスト改訂の実作業、開催会場の検討や調整、連絡、セミナー開催準備は事務局が担当した。 

   

図表２ 委員一覧 

所属 役職及び氏名 

放送大学 教授     中川 一史（委員長） 

鹿児島大学 准教授    山本 朋弘（副委員長） 

金沢星稜大学 教授     佐藤 幸江（副委員長） 

千葉県総合教育センター 所長     秋元 大輔 

鳥取県岩美町立岩美中学校 教諭     岩﨑 有朋 

柏市立手賀東小学校 校長     佐和 伸明 

金沢市立大徳小学校 教諭     山口 眞希 

仙台市立六郷小学校   校長       菅原 弘一 

茨城大学 准教授        小林  祐紀 

八代市立八代小学校 教諭     樋口 勇輝 

佐賀市教育委員会 指導主事      横地 千恵子 
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図表３ 事務局等の体制 

所属 役職及び氏名 役割 

一般社団法人日本教育情報化振興会 常務理事・事務局長   小形日出夫 責任者 

 同上 調査・研究開発部 部長 吉田 真和 総括 

 同上 普及促進部    部長 秋定 望 作業支援 

 同上 普及促進部  担当部長 渡邉 浩美 連絡窓口・研修

対応 

 同上 総務部       担当部長 赤松伊佐代 JKA対応 

 

(3) 委員会開催 

 委員会開催の他、メールによる検討・決議を行った。委員会の開催日、議題は下記の通りである。 

 

図表４ 委員会開催実績 

開催回数 開催日 議題 

第１回 30. 4.29 ・年度スケジュールの確認 

 *WG1: 21世紀コミュニケーション力育成セミナーの実施と評価 

    ・セミナー開催地検討と担当委員の選定 

  *WG2: コミュニケーションツール活用に関するパッケージの開発 

・テキスト改訂箇所の検討及び作成 

第２回 30. 12.27 ・今年度開催予定のセミナーについて 

 3/7(木）教育の情報化推進フォーラム分科会検討 

・今年度活動の総括 

 1)課題と来年度に向けた対策検討 

・来年度の活動方針検討  

 1)活動内容について 

2)委員会体制の検討 

3)委員会開催日調整  

 

(4) セミナー開催企画 

 セミナーの開催地は以下の要領で行った。 

 1)テーマ 

    「ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びを実現する授業力育成」 

 2)開催時期と時間 

    平成２９年 ５月から平成３０年３月の間の午後、約４時間 

 3)対象受講者と会場あたりの定員 

    教職員   約１００名程度（目安） 

 4)開催会場 

    座席数１００名程度のセミナー会場(有料会場) 

 5)セミナーの具体的な内容 

  コミュニケーション力育成検討委員会検討委員会と事務局の協議で決定する 

 6)セミナーのプログラム（例） 

     テーマ：ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びを実現する授業力育成セミナー 

① 趣旨説明： 放送大学 教授 中川 一史 

② 基調講演：「プログラミング教育のこれから」 

(一社)日本教育情報化振興会 会長 赤堀 侃司 

③ 模擬授業：「主体的・対話的で深い学びの視点からのタブレット端末等の活用」 

a.小学校５年算数「かたちであそぼう」 

～タブレット端末活用と対話的な学びのポイント解説～ 

鹿児島大学大学院  准教授 山本 朋弘 

b.小学校５年社会「これからの食料生産とわたしたち」  
  金沢市立大徳小学校 教諭 山口 眞希 
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c.中学校３年理科「太陽と恒星の動き」 

       鳥取県岩美町立岩美中学校 教諭 岩﨑 有朋 

      d.小学校６年算数「きみたちはコインパーキングのオーナーになれるか」 

  金沢星稜大学 教授 佐藤 幸江 

e.小学校５年社会「情報社会を生き抜くための３箇条をまとめよう」 

 茨城大学  准教授 小林 祐紀 

     f.中学校３年理科「太陽と恒星の動き」 

       鳥取県岩美町立岩美中学校 教諭 岩﨑 有朋 

        

④ 総括パネル 

コーディネーター  放送大学   教授   中川 一史 

      パネラー(＊）   金沢星稜大学 教授  佐藤 幸江 

               鹿児島大学  准教授 山本 朋弘 

              茨城大学    准教授 小林 祐紀 

          ＊ 開催地域により、異なる。 

 

(5) セミナー用テキスト改訂 

 新学習指導要領を見据えたＩＣＴやコミュニケーションツールをセミナーテキストの改訂作業を行っ

た。また、コミュニケーション力育成ツールの差し替えを行った。 

 

(6) セミナー内容普及促進用パンフレット製作 

 セミナーへ多数参加いただくために、また、開催地域の学校へセミナー内容の普及促進のために、セミ

ナー内容を紹介した 8ページ構成のパンフレットを制作した。 

 

３．セミナー開催 
 

(1) セミナー開催 

 本事業で提供するセミナーは、全国の小中学校が掲げている研究テーマの一プログラムとして実施され

る場合が多い。この関係で教員が比較的時間を確保し易い、土曜日や学校の休み期間に開催している。 

 

図表５ セミナー開催実績 

開催回数 開催日 開催場所 講師 人数 

第１回 30. 8. 2 大阪／関西教育 ICT展・インテックス大阪 中川委員長 

佐藤副委員長 

菅原委員 

小林委員 

山口委員 

113名 

第２回 30. 8.29  鹿児島県伊仙町／ 

徳之島交流ひろば「ほーらい館」 

中川委員長 

山本副委員長 

佐藤副委員長 

岩﨑委員 

129名 

第３回 30.11.10 川崎／カルッツかわさき 

（川崎市スポーツ・文化総合センター） 

秋元委員 

小林委員 

山口委員 

32名 

第４回 30.12.27 金沢／金沢大学附属小学校 中川委員長 

佐藤副委員長 

岩﨑委員 

佐和委員 

菅原委員 

133名 

第５回 31. 2.16 広島／JMSアステールプラザ 中川委員長 

佐藤副委員長 

56名 
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岩﨑委員 

赤堀会長 

第６回 31. 3.2 札幌／札幌駅前ビジネススペース 中川委員長 

佐藤副委員長 

秋元委員 

小林委員 

赤堀会長 

106名 

第７回 31. 3.7 東京／教育の情報化推進フォーラム 

（オリンピックセンター） 

中川委員長 

佐藤副委員長 

秋元委員 

小林委員 

佐和委員 

山口委員 

パネル

323名 

模擬 

212名 

合計    1104

名  

 

 

図表６ 関西教育ＩＣＴ展内関西セミナー（インテックス大阪）の様子（平成３０年８月２日） 

 
 

図表７ 徳之島・伊仙町セミナー（徳之島交流ひろば「ほーらい館」）でのセミナーの様子 

（平成２９年７月１日） 

 
図表８ 神奈川セミナー（カルッツかわさき）の様子（平成３０年１１月１０日） 
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図表９ 金沢（金沢大学附属小学校）の様子（平成３０年１２月２７日） 

 
 

図表１０ 広島（JMSアステールプラザ）の様子（平成３１年２月１６日） 

 

図表１１ 札幌（札幌駅前ビジネススペース）の様子（平成３１年２月１６日） 

 

 

図表１２ 東京セミナー（オリンピックセンター）での模擬授業の様子（平成３１年３月１１日） 

 
(2) セミナー参加者の所感  

セミナー参加者の所感を以下に抜粋する。 

1) 利用すると便利で、子どもたちも積極的に授業に参加してくれると思う。電子機材に頼りすぎので 

はなく、「共有」いいところを取っていく授業を行いたい。 

2) ＩＣＴはツールであり、使うことが大切ではなく、考えが整理されたり、視覚化するためのツール 

として使う考えが深めるための課題を工夫したり、協同する場をつくり、協同する環境をつくるこ 

とが大切だと考えることができた。 

3) ＩＣＴの知識が全くなく、このようなセミナーははじめてでしたが、よくわかりました。これから

どのようなことについても勉強するとよいかわかりました。 
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4) ツールの使い方ではなく、どのような考えでツールを使うかというもので、とても参考になった。 

  今後の実践に「どう表現させるか」を意識して活かしていきたい。 

 5) 小、中学の先生方がかかえる問題を共有できた部分が有り、また、プログラミング教育への理解も

でき、有意義な時間でした。 

 6) ＩＣＴという言葉だけをよく耳にすることになり、全くわからない自分が不安でしょうがなかった

のですが、今回参加して一歩踏み出せたような気がします。 

 

(3) 受講者へのアンケート 

 

セミナー内容を改善するために受講者へ以下のアンケートを実施した。 

 

図表１３ 受講者向けアンケートシート（おもて） 
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 図表１４ 受講者向けアンケートシート（うら） 
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1) アンケート集計結果 

セミナー受講者のアンケート集計結果を図表 15から 36にまとめた。 

 
① コミュニケーション力育成への興味・関心 

 今回の研修を受講して、コミュニケーション力育成への興味・関心が高まった思う受講者が多い。 

 
図表１５ コミュニケーション力育成への興味・関心（単一選択）  

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

110 95 8 1 3 217 

50% 43% 3% 0% 1%  100% 

 

 
② コミュニケーション力育成の指導 

 今回の研修を受講して、今後のコミュニケーション力育成の指導に役に立つと思う教員がほとんどを占

める。 

 

図表１６ コミュニケーション力育成の指導（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

104 95 15 0 2 216 

48% 43% 6% 0% 0％  100% 

 

 

③ コミュニケーション力育成や言語活動の充実 

 今回の研修を受講して、今後のコミュニケーション力育成や言語活動の充実での指導に自信を付けるこ

とができた受講者が大半を占める。 

 

図表１７ コミュニケーション力育成や言語活動の充実（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

30 143 35 3 6 217 

13% 65% 16% 1% 2％  100% 

 

 

④ 研修満足度 

 今回の研修内容については、ほぼ満足している。 

 

図表１８ 研修満足度（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

118 85 11 1 2 217 

54% 39% 5% 0% 0％  100% 
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⑤ 授業や指導の変化 

 今回の研修がきっかけとなって、今後の授業や指導が変わる教員が多数を占めている。 

 

図表１９ 担当教科別受講者数（複数選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

58 146 9 0 4 217 

26% 67% 4% 0% 1％  100% 

 

 

⑥ 子供たちのコミュニケーション力 

 今回の研修がきっかけとなって、子供たちのコミュニケーション力が高まると回答した受講者がほとん

どであった。 

 

図表２０ 子供たちのコミュニケーション力の向上（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

37 151 26 0 3 217 

17% 69% 11% 0% 1％  100% 

 

 

⑦ 意識の変化 

 今回の研修がきっかけとなって、コミュニケーション力育成や言語活動の充実に対する意識が変わった

受講者がほとんどであった。 

 

図表２１ コミュニケーション力育成や言語活動の充実に対する意識の変化（単一選択） 

とてもそう思う 少しそう思う あまり思わない 全く思わない 無回答 合計 

67 126 20 1 3 217 

30% 58% 9% 0% 1％  100% 

 

 

⑧ 特にとりあげてほしい内容や知りたい内容 

 コミュニケーション力育成や言語活動の充実に関する内容で特にとりあげてほしい内容や知りたい内

容は、「授業研究・指導案改善」「コミュニケーション力育成の理論」「KJ 法」が多かった。 

 

図表２２ 特にとりあげてほしい内容や知りたい内容（複数選択） 

１．授業研究・指導案改善     95 43% 

２．コミュニケーション力育成の理論 77 35% 

３．イメージマップ 35 16% 

４．ポスターセッション 23 10% 
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５．ディベート 37 17% 

６．パネルディスカッション 29 13% 

７．ＫＪ法 29 13% 

８．ブレーンストーミング 33 15% 

９．バズセッション 26 11% 

10．能力表解説   20 9% 

 

 

2)学習活動の指導がどの程度行っているか 

セミナー受講者に次の学習活動をどの程度指導しているかについて、アンケート集計結果を図表 23か

ら 35にまとめた。 

 

① 相手の考えに関心を持って聞く 

多くのの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２３ 指導程度［相手の考えに関心を持って聞く］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

30 136 13 2 36 217 

13% 62% 5% 0% 16％  100% 

 

 

② 自分の考えを相手に話す 

大半の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２４ 指導程度［自分の考えを相手に話す］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

56 113 11 1 36 217 

25% 52% 5% 0% 16%  100% 
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③ 相手の考えに共感しながら聞く 

大半の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２５ 指導程度［相手の考えに共感しながら聞く］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

34 118 28 1 36 217 

15% 54% 12% 0% 16％  100% 

 

 

④ 相手の話を受けて話したり質問したりする 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２６ 指導程度［相手の話を受けて話したり質問したりする］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

30 111 45 2 29 217 

13% 51% 20% 0% 13%  100% 

 

 

⑤ 相手の考えを聞きながら、相手の目的や立場を理解する 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２７ 指導程度［相手の考えを聞きながら、相手の目的や立場を理解する］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

17 115 52 1 30 217 

7% 52% 23% 0% 14%  100% 

 

 

⑥ 自分の考えを整理しながら、目的や立場に応じて伝える 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表２８ 指導程度［自分の考えを整理しながら、目的や立場に応じて伝える］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

25 121 38 1 32 217 

11% 55% 17% 0% 14%  100% 

 

 

⑦ 相手の考えを聞きながら、考えの共通点や相違点を理解する 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 
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図表２９ 指導程度［相手の考えを聞きながら、考えの共通点や相違点を理解する］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

39 118 29 1 30 217 

17% 54% 13% 0% 13％  100% 

 

 

⑧ 考えの共通点や相違点を確認し合う 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３０ 指導程度［考えの共通点や相違点を確認し合う］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

33 121 36 0 27 217 

15% 55% 16% 0% 12％  100% 

 

 

⑨ 話題について多様な考えを出し合い、受け入れる 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３１ 指導程度［話題について多様な考えを出し合い、受け入れる］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

28 124 37 3 19 217 

13% 58% 17% 1% 9％ 100% 

 

 

⑩ 話題について多様な考えを出し合い、考えを深める 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３２ 指導程度［話題について多様な考えを出し合い、考えを深める］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

19 113 56 2 27 217 

8% 52% 25% 0% 12％  100% 

 

 

⑪ 自分の考えがわかってもらえたか相手の発言や表情で確認し、新たな説明の仕方を検討する。 

半数弱の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３３ 指導程度［自分の考えがわかってもらえたか相手の発言や表情で確認し、 
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新たな説明の仕方を検討する］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

8 69 92 13 35 217 

3% 31% 42% 5% 16％  100% 

 

 

⑫ 筋道立った説明をしようとしているか再考し、相手に伝える。 

半数弱の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３４ 指導程度［筋道立った説明をしようとしているか再考し、相手に伝える］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

12 90 71 8 36 217 

5% 41% 32% 3% 16％  100% 

 

 

⑬ 議論について多面的な意見を出し合いながら、共通理解を深める。 

半数あまりの受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３５ 指導程度［議論について多面的な意見を出し合いながら、共通理解を深める］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

8 103 63 7 36 217 

3% 47% 29% 3% 16%  100% 

 

 

⑭ 自分の経験やもののたとえを用いて、相手を説き伏せる。 

半数弱の受講者が十分指導または指導を行っている。 

 

図表３６ 指導程度［自分の経験やもののたとえを用いて、相手を説き伏せる］（単一選択） 

十分指導をして

いる 
指導している 

あまり指導して

いない 

全く指導して

いない 
無回答 合計 

6 57 94 24 36 217 

2% 26% 43% 11% 16%  100% 
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４．学習教材開発 

 
 昨年までに開発したコミュニケーション力を育成するための授業力を育成するための教材（研修モジュ

ール）をさらに具体的な授業実践と結びつけて、現場の先生方にわかりやすいような教材を開発した。 

今回は、２１世紀型コミュニケーションツールの中でも特にＩＣＴ(タブレット端末)やホワイトボード、

マッピングに関する教材パッケージを活用したものとした。 

実際の授業での活用を提案する模擬授業を行ったが、その指導案が以下である。  

 

(１)模擬授業の学習指導案（例） 

 

1） 図表３７ 小学校第５学年 国語科 山口眞希先生 学習指導案(1)  
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図表３８ 小学校第５学年 国語科 学習指導案(2) 
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 2) 図表３９ 小学校第５学年 社会科 小林祐紀先生 学習指導案(1) 
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図表４０ 小学校第５学年 社会科 学習指導案(2) 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 65 

  3) 図表４１ 小学校第６学年 算数科 佐藤幸江先生  学習指導案(1) 
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図表４２ 小学校第６学年 算数科  学習指導案(2) 
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4) 図表４３ 小学校第５学年 算数科 山本朋弘先生  学習指導案(1) 
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図表４４ 小学校第５学年 算数科  学習指導案(2) 
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5) 図表４５ 中学校第３学年 理科 岩﨑有朋先生  学習指導案(1) 
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図表４６ 中学校第３学年 理科  学習指導案(2) 
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５．セミナー内容普及促進用パンフレット制作 
 

 セミナーへ多数参加いただくために、開催案内のリーフレットだけではなく、セミナー内容を紹介した

パンフレットを 2000部制作した。 

 また、開催県での配付のため、10000部さらに増刷した。 

内容は、セミナー内容の概要、ポイント、プログラム構成、模擬授業例、そして参加者の声を掲載し、

参加意欲を促すものとした。 

 また、集客の目的だけでなく、開催地域の学校へセミナー内容を普及促進する目的もあわせて、8ペー

ジ構成のパンフレットを制作した。 

 開催 2ヶ月前に、開催案内リーフレットとセミナー内容普及促進用パンフレットを県内の小学校・中学

校・高校に郵送した。 

 

以下が制作したパンフレットである。 

 

1）表紙及びセミナー概要(1ページ目)  

 

     図表４７  
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2)21世紀型コミュニケーション力解説(2ページ目) 

  

図表４８ 
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3）小学校模擬授業例 1(3ページ目) 

 

図表４９ 
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4）小学校模擬授業例 2(4ページ目) 

 

図表５０ 
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5）中学校模擬授業例 1(5ページ目) 

 

図表５１ 
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6）中学校模擬授業例 2(6ページ目) 

 

図表５２ 
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7）パネルディスカッションの概要(7ページ目) 

 

図表５３ 
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8）過去開催／関連書籍／委員一覧(8ページ目) 

 

図表５４ 
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６．成果発表会 

  
 当事業の活動内容を広く広報するために、平成３０年度日本教育情報化振興会 教育の情報化推進フォ

ーラムにおいて、 

 

1)分科会Ａ1 パネルデイスカッション 

「主体的・対話的で深い学びを実現する授業におけるコミュニケーションツールの活用（解説編）～ 

 タブレット端末、ホワイトボード、マッピング、グルーピングをもとに～」 

  2)分科会Ａ２ ワークショップ(模擬授業) 

  「ICTを活用した主体的・対話的で深い学びを実現する授業力の育成」 

  

と題し、開催した。 

 

 分科会の概要は以下の通りである。 

 ・開催日時  平成３１年３月７日 分科会Ａ１ １４時１５分～１５時１５分 

                  分科会Ａ２  １５時４５分～１７時１５分 

 ・国立オリンピック記念青少年総合センター 国際交流棟 

  ・来場者数    参加者 Ａ１：３２３名   Ａ２：２１２名 

    <主旨説明・パネル討論> 分科会Ａ１ 

   コーディネータ ： 放送大学       教授  中川 一史 

   パネリスト   ： 金沢星稜大学      教授  佐藤 幸江 

茨城大学       准教授 小林 祐紀 

    <模擬授業・ワークショップ> 分科会Ａ２ 

    コーディネータ ： 千葉県総合教育センター  所長 秋元 大輔 

    コメンテータ    ：  柏市立手賀東小学校 校長 佐和  伸明 

    授業者          ：  金沢市立大徳小学校 教諭  山口  眞希 

 

図表５５ 成果発表会の様子 分科会 A2（趣旨説明・パネル討論）  
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図表５６ 成果発表会の様子 分科会Ａ２（模擬授業・ワークショップ） 

 

 

 

６．まとめ 
今年度は、「ＩＣＴを活用した主体的・対話的で深い学びを実現する授業力育成」をテーマに事業をす

すめた。 

開催したセミナーのプログラムは、基調講演のテーマをプログラミング教育としたものに変えたり、模

擬授業のカリキュラムも一新した。 

さらに、教育委員会とのタイアップによる開催形態やまだセミナーを開催していない地域の選択をし、 

７地域（大阪、徳之島、神奈川、金沢、広島、東京）でセミナーを開催した。 

一方的なセミナー形式ではなく、参加した先生が授業を行う際に参考になるような実践的な内容を中心 

とし、参加者からは「ツールの使い方ではなく、どのような考えでツールを使うかというもので、とて

も参考になった。今後の実践に「どう表現させるか」を意識して活かしていきたい。」「小、中学の先

生方がかかえる問題を共有できた部分が有り、また、プログラミング教育への理解もでき、有意義な時

間でした。」というご意見をいただき、とても好評であった。 

来年度は、文部科学省が新学習指導要領の中であげている２０２０年からの新学習指導要領全面実施に

向け、文部科学省が新学習指導要領の中であげている「教科横断的な情報活用能力の育成」を目的に、事

業を行っていきたいと考えている。 

新学習指導要領の情報教育・ＩＣＴ活用教育関係のポイントとして、情報活用能力を言語能力と同様に

「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けており、当事業が今まで取り組んできたコミュニケーション

力育成が、まさに言語能力の育成であり、さらにＩＣＴを活用した情報活用能力育成へとつながっている。 

「情報活用能力育成」のために調査研究を充実していき、子どもたちの情報活用能力を育成するための、

教師の授業力を育成することとしたい。 

 

 

以   上 
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